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三
木
露
風
未
発
表

の
長
詩
篇

「
天
父
と
閑
古
鳥
」

に
つ
い
て

家

森

長

治

郎

こ
の
た
び
財
団
法
人
霞
城
館

(兵
庫
県
龍
野
市
龍
野
町
上
霞
城
三
〇
番
地
の

三
)
に
収
蔵
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
露
風
資
料
の
中
に
、
八
メ
ー
ト
ル
に
余
る

和
紙
の
巻
紙
に
墨
書
さ
れ
た
、
七
五
調
四
行
六
十
三
節
の
長
詩
篇

「天
父
と
閑

古
鳥
-

我
愛
す

る
三
木
羅

風
の
妻

の
モ

ニ
カ
に
贈
る
ー

」
と
、
同
じ
く
巻

紙

に
墨

書
さ
れ
た

、
七

五
調
四
行

四
節

の

「
妻

に
」
が
あ
る
。
両
詩
と
も
、
な

か
夫
人

が
筐
底
深
く
秘

し
て
お
ら
れ
た
作
品

で
、
『
三
木
露
風
全
集

(全
三
巻
)』

編
集
当

時
、
安
部
宙
之
介
氏

を
中

心
と
し
た
編
集
者
五
名
す

べ
て
が
、

こ
の
両

詩
篇

の
存
在
を
知
ら
な

か

っ
た
の
で
あ
る
。
両
詩
篇
を
発
見
さ
れ
た

の
は

、
平

成

三
年

七
月
、
露
風

旧
居

(
三
鷹

市
牟
礼
四
丁
目

一
七
番

一
八
号
)
解
体

に
よ

っ

な

む
ら
し
げ
き

て
出
現

し
た
資
料

の
調
査

に
当

っ
て

い
た
霞
城
館
長
苗
村

樹

氏

で
あ
る
。

三
木

露
風
は
大
正
九
年

五
月
に
ト

ラ
ピ

ス
ト
修
道
院
講
師
と
な
り
、
な
か
夫

人

を
伴

っ
て
赴
任
し

た
。
大

正
十

一
年

四
月
十
六

日
に
修
道
院
長
岡
田
普
理
衛

師

か
ら
夫
妻
と
も
受
洗

し
、
露
風

の
霊
名
は
パ

ウ

ロ
、
夫
人
は
モ
ニ
カ
で
あ
る
。

修
道
院
長
は
明
治
三
十
年

に
来
日
し
た

フ
ラ
ン
ス
人
ゼ

ラ
ー

ル

・
プ
リ

エ
ー
師

ふ

り

え

で
、
そ

の
後
、
日
本

に
帰
化
し

て
岡
田
普
理
衛
と
改
名
し

た
。
露
風
夫
妻
受
洗

の
こ
と
を
、
「
声
」
(
第
五
五
八
号

、
大
正

11

・
5

・
15
発
行

、
東
京

・
教
友
社
)

は
次

の
よ
う

に
報
じ

て
い
る
。

三
木
露
風
夫
妻
の
受
洗
を
祝
ひ
て
ー

ト
ラ
ピ
ス
ト
修
道
院
よ
り
1

長
い
長
い
北
海
道
の
冬
か
ら
さ
め
て
、
御
復
活
を
迎
へ
た
我
等
の
心
は

　
マ
マ
　

ど
ん
な

に
楽
し

い
で
し
や
う

。
オ
ラ
ン
ダ
牛

の
背

の
様

で
あ

つ
た
野
や
山

が

日
に
日
に
変

つ
て
、
津
軽

の
海

は
深

い

エ
メ
ラ

ル
ド
色

に
成

つ
て
、
春

の
神
秘
を
語

つ
て
ゐ
ま
す
。

北
海
道

の
冬
よ
り
も
尚
ほ
長

い
十
余
年

の
冬

の
曙

に
あ
り
し
氏
は

、
受

し
ん

く

　マ
マ
　

く
も

ま

洗
せ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
れ
は
曙

の
太
陽
が
真
紅
と
成

つ
て
、
成
寵

の
雲
間

か
ゴ
や

に

赫

く
様

に
。
御
主
が
山
上

の
垂
訓

に
於

て

「
福

な

る
か

な
義

に
飢

渇

く
人
」
と
、
説
か
れ
し
は
実

に
氏

に
於

て
、
其
意
義

を
成
す

の
で
あ
り
ま

「
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す

。御
復

活

の
大
祝

日
、
そ
れ

は

「
義

に
飢
渇

く
入

」
に
、
ど
れ
ほ
ど
の
幸

　
マ
マ
　

を
与

へ
る
日

で
あ

つ
た

で
し
や
う
か

。

此

の
日
修
道
院
長

は
、
例
を
破

つ
て
修
道
院
附
属

の
聖
堂

に
於

て
、
洗

礼
式
並

に
ミ
サ
聖
祭
を
執
行
し

、
日
本
人
歌
隊
修
士

は
ミ
サ
を
歌

ひ
、
午

後

の
降
福

祭

に
於

て
は
、
テ
デ
オ
ム
を
歌

つ
て
、
此

の
詩
人
を
我

が
曙
の

日
本

公
教

会

に
与

へ
給

ひ
し

こ
と
を
感
謝
致

し
ま

し
た
。

聖
祭

に
於

て
氏
等

は
初
聖
体
を
領
け
ら
れ

ま
し

た
。
そ
れ

は

「
飢
渇
く

人
」

の
糧

で
あ
り
ま
し
た
。

御
復
活

の
大
祝

日
、
そ
れ
は
氏

の
為

に
、
ど
れ

ほ
ど

の
相
応
し

い
日
で

こ

ぞ

く
い

あ
り
ま
し

た
か
。
氏
は
去
年

の
秋
、
詩

「
黒
き
悔
」

に
於

て

し
の
ふ
め

ま
だ
黎
明

の
ほ
の
ぐ
ら
き
に

鐘

の
音
を
き

く
、

我
心
は
重
し

、
く
る
し
み

罪
を
負

ひ
て
痛
苦
あ
り

。

目

ざ
め
た
る
時
よ

り

う
ち

く
ら

わ
れ

、
日

の
中
も
昏
し
と
思
ふ
。

わ
れ

、

つ
み
び
と
ゆ
ゑ

に

あ
ん
け
つ
だ
う

闇
穴
道
を

行
け
り
。

主

よ

、
我

れ

は

、

さ

ば

き

審
判

の
日
を

ま
た
ず
し

て
審

か
れ
し
者

に
似

た
り
。

堕
ち
て
光
を
見
ず

さ
そ
り

黒
き
悔

の

鰍

に
咀
ま

る
。

主

よ
煉
獄

の
中
よ

り
し

て
、

か

穿
や
く
空
を
仰
ぎ
得

ん
ご
と
く

長
き
悔

の
日
よ
り
し

て

新
し
き

日
を
も
ち
き
た
ら
し
め
た
ま

へ
。

と
祈
ら
れ
ま
し
た
。
憐

の
御
主
は
ど
う
し

て
此

の
謙
遜

に
眼
を

お
ほ

つ
て

ゐ
ら
れ
ま
せ
う
か
。

願
は
く
は
氏

等
、
ポ
ー

ロ
聖
人

の
如

く
日
の
本

の
為

に

つ
く
さ
れ

ん
こ

と
を
、

モ
ニ
カ
聖
女

の
如

く
母

の
鏡

た
ら
ん
こ
と
を
。

大
正
十

二
年
九
月

一
日
に
関
東
大
震
災

が
勃

発
し
、
露
風
は
親
戚
知
友
を

見

舞

う
た
め

、
十
月

に
上
京

し
十

一
月

に
修
道
院

に
帰

っ
た
が
、
間
も
な
く
強
度

の
ノ
イ

ロ
ー
ゼ

に
な

り
、

一
時

は
症
状
が
重
く

、
東
京

に
い
た
碧
川
か
た

(
実

母

)
が
渡
道
し

て
看
護

に
当

る
ほ
ど

で
あ

っ
た

。
翌
十

三
年
春

に
は
回
復
し
た

の
で
あ

る
が

、
事
情
が
あ

っ
て
、
六
月
三
十

日
に
修
道
院
を
辞
し
て
上
京
し
た
。
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ロ
フ
ウ

こ
の
年

の
春

か
ら
十
五
年
七
月
ま

で
、
雅
号

の
表
記
を
羅
風
と
改
め
た
。

二

露
風

は
大
正
十

五
年

五
月
か
ら
六
月

に
か
け

て
、
岩
手
県
盛
岡
市

・
青
森
県

三
本
木
町

(現

、
十
和
田
市
)
、
そ
れ
か
ら
秋
田
県

へ
と

、
東
北

地

方

に
巡
講

の
旅
を
続

け
て
い
る
が
、

こ
の
こ
と

に

つ
い
て
、
「
東
北
巡
講
記

(
一
)」

(「
小

羊
」
六
巻
七
号

、
昭
和

3

・
7

・
1
発
行

、
高
松

・
小
羊
社

)
の
冒
頭

で
次

の

よ
う

に
述

べ
て
い
る
。

時

は

一
昨
年

(
注

、
大
正
十
五
年

)
の
五
月

か
ら
六
月

へ
か
け
て
の
好

季

で
あ

つ
た
。
預

ね
て
其

の
当
時

の
新
潟
教
区
長

ヨ
ゼ

フ
ラ
イ
ネ

ル
ス
哲

学
博
士
か
ら

、
秋

田
市

へ
行

く
こ
と

の
御
依

嘱
を
受
け
て
居

つ
た
と
こ
ろ

へ
、
青
森
県
三
本
木

天
主

公
教
会

の

コ
ル
ヂ

ヱ
霊
父
か
ら
も
お
手
紙
が
来

た
り
、
秋
田
県
毛
馬

内
天
主

公
教
会

の
の
プ
ー

ル
霊
父
か
ら
も
巡
講

の
御

依
頼
が
あ

つ
た
の

で
、
東
京
を
五
月
二
十

日
に
出
発
し
た

の
で
あ

つ
た
。

尚
出
発
間
際

に
な

つ
て
か
ら
、
盛
岡

の
ド
シ

エ
霊
父
か
ら
も
、

コ
ル
ヂ

ヱ

霊
父
か

ら
の
御
紹
介

で
同
市

に
於
け
る
講
演
会

へ
出
講

の
こ
と
を
申
越
さ

れ

た
の
で
、
順
路
と
し

て
先
づ
盛
岡
市

に
行

つ
た

。

露
風

は
大

正
十

五
年
五
月

二
十

日
に
東
京
上
野
駅
を
発
ち

、
翌

日
盛
岡
着

。

天
主
公
教
会

に
宿

泊
し

て
同
地

に
滞
在
中

、
ミ

ッ
シ

ョ
ン
ス
ク
ー
ル
の
東
北
高

等
女
学
校
講

堂

で

一
般
市
民

に
対
し

て
、
ま

た
、
県
立
盛
岡
中
学
校
と
県
立
岩

手
女
子
師

範
学
校

の
各
講
堂

で
生
徒
を
対
象

に
、
「
宗
教
と

文
学

に

つ
い

て
」

の
題

で
講
演
し
た
。
次

い
で
二
十
五

日
に
青
森
県
三
本
木
町

に
行

き
、
三
浦
万

之
助
方

に
宿
泊
し

て
、
同
地

に
滞
在
中
、
三
本
木
小
学
校
講
堂

で

一
般
市
民

に

対
し

て
、
「
宗
教
生
活
と
文
学

に

つ
い
て
」

の
題

で
講
演
し

、

ま
た

、

三
本

木

産
馬
事
務
所
講
堂

で
は

「
神
と
文
学

に

つ
い
て
」

の
題

で
講
演

し
た
。
五
月
三

十

一
日
の
朝

、
三
浦
家

の
人
び
と

に
別
れ
を
告
げ

、
三
本
木

町
を
発

っ
て
十
和

田
湖
を
渡
り

、
秋
田
県
鹿
角
郡
大
湯
村

に
行

っ
た
。

「
天
父
と
閑
古
鳥
」

の
末
尾

に
、
コ

九

二
六
年

五
月

三

十

日

青

森
県

三

本
木

に
て

三
木
操
」
と
記
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
長
詩
篇

は
、
東
北
地
方
巡
講

の
途
次

、
三
本
木
町

の
三
浦
万
之
助
方

に
滞
在
中

の
大

正
十
五
年
五
月
三
十

日

に
完
成

し
た
の
で
あ

る
。

お
い
ら

せ

三
浦
家

は
○

(
マ
ル
イ
チ
)
と
い
う
屋

号
で
銘
酒
奥
良
瀬

の
醸
造
を

し
て

い

た
地
方

の
名
望
家

で
、
初
代

三
浦
万
之

助

は
三
本

木

に
初

め

て
天

主

公
教

会

(
カ
ト
リ

ッ
ク
教
会

)
を
建

て
た
人

で
あ

っ
た
。
露
風
が
滞
在
し

て
い
た
時

は
、

二
代
目
三
浦
万
之

助

(
幼
名

由
竹
)

の
時
代

で
あ

っ
た
が

、
三
浦
家

は

一
家
親

族
を
挙
げ

て
熱
心
な
カ
ト
リ

ッ
ク

の
信
者

で
あ

っ
た
。

露
風
は
滞
在
中
、
家
族

の
人
た
ち
か
ら
手
厚

い
も

て
な
し
を
受

け
た
。
三
浦

家

に
到
着
し
た
時

に
、
万
之
助
は
新
し

い
別
館

に
露
風
を
案
内

し
、
洋
服
ば
か

り
着

て
い
て
は
窮
屈

で
し

ょ
う
と
、
絹

の
着
物
と
羽
織
と
袴
と

を
用
意
し
た

。

朝
夕

の
食
事

の
給
仕

に
は
、
函
館

の
高
等
女
学
校
を
卒
業

し
た
、
し
と
や
か
な

長
女
ゆ
き
が
当

っ
た
。
東
京

の
暁
星
中
学
校
を
卒
業
し

た
文
学

青
年

の
次
男
常

雄

は
、

フ
ラ
ン
ス
詩

の
翻
訳
を
露
風

に
見

て
も
ら

っ
た
り
し
て
、
露
風
と
よ
く
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散

歩
を
し
た
。
万
之
助
と

日
本
大
学
卒
業

の
長
男
純
男

(
の
ち
九
州
帝
大
卒
業
)

は
、
美

し

い
十
和
田
湖

に
露
風
を
案
内

し
た
こ
と
も

あ

っ
た
。
そ
の
時

の
思

い

出

を
純

男

(
雅
号
、
建
堂

)
は
次

の
よ
う
に
述

べ
て
い
る
。

…
:
・
こ
の
写
真

に
は
あ

り
ま
せ

ん
が

、
最
も
注
目
す

べ
き
人
物

の
名
を
忘

れ

る

こ
と
は

で
き
ま
せ

ん
。

そ
れ

は
日
本
最
大

の
象
徴
詩
人

、
三
木
露
風

、先
生

で
す
。
三
本
木
教
会
と
三
木
露
風

、
ち

ょ

っ
と
考
え
ら
れ
な

い
こ
と

で
す

が
、
と

て
も
深

い
関
係
が
あ

る
の
で
す

。
露
風
先
生

は
当
時

、
ト
ラ

ピ

ス
ト
修
道

院

の
教
授
を
な
さ

っ
て
い
ま
し
た
が
、
あ
る
者
の
陰
謀
に
よ

っ

て
ト
ラ
ピ

ス
ト
を
追
放
さ
れ
ま
し
た
。
そ

の
と
き

、
先
生

は
父
を
訪
ね

て

三
本
木

へ
来

ら
れ
ま
し
た
。
私
共
親
子
は
先
生
を
慰
め
る
た
め
十
和
田
湖

へ
案
内

し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
小
船

に
乗

っ
て
湖
上
を
周
遊
し

て
い
ま

し
た
が

、
た
し
か
中
山
半
島

の
あ
た
り

で
大
波
が
よ
せ

て
来

て
舟
が
か
な

り
ゆ
れ
ま
し

た
。
そ

の
と
き
露
風
先
生
は

「
純
男
さ
ん
、

こ
わ

い
よ
」
と

い

っ
て
私

の
胸

に
だ
き

つ
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
そ

の
と
き
私
は
な

ん

て
子
供
ら
し

い
方

だ
と

思
い
ま
し
た
。
彼

は
大

詩
入

た
る
こ
と
を
忘

れ

て
た
だ

の
人
間

に
か

え

っ
た
の
で
し

ょ
う
。

そ

の
当
時

の
こ
と
を
詳
し
く
書

い
た
の
は
、
先
生

の

「
東
北
巡
講

記
」

で
す

。
…
…

コ
ニ
本
木
教
会
と
三
木
露
風
」
と

の
関
係

は
決
し

て
浅

い
も

の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
私
は
九
州
帝
大
卒
業
後

、
日
本
政
府
か
ら
派
遣
さ

れ
、

カ
ト
リ

ッ
ク
系

の
天
津
大
学
教
授
と
し

て
約
七
年
間
在
任
し
ま
し
た

が
、
帰
国
後

一
番

先
に
訪
れ
た

の
が

、

三
木

露
風

先
生

夫
妻

で
し

た

。

(
三
浦
建
堂

「
三
本
木
教
会
と
私
」
『
十
和
田
湖
カ

ト
リ

ッ
ク
教

会

一
〇
〇

周
年
記
念
誌
』
)

右

の
文
中

に
、
「
露
風
先
生
は
当
時
、

ト
ラ
ピ

ス
ト
修
道
院
の
教
授
を
な
さ

っ

て
い
ま
し
た
が
、
あ
る
者

の
陰
謀

に
よ

っ
て
ト
ラ
ピ

ス
ト
を
追
放
さ
れ
ま
し
た
」

と
あ
る
が
、

こ
れ

に
関
連
す
る

こ
と
と
し

て
、
筆
者
が

『
三
木
露
風
全
集

』
編

集
中

の
昭
和
四
十
八
年
十
月
二
日
、
三
鷹
市
牟
礼

の
ご
自
宅

で
三
木
な

か
未
亡

入
か
ら
聞

い
た

こ
と
を
、
次
に
記
す
。

青
森

で
外
人

の
神
父
に
洗
礼
を
受
け
た
和
田
某

(
函
館

の
病
院

で
入
院

手
術
を
受
け
る
時
、
金
銭
的

に
露
風
夫
妻

か
ら
援
助
を
受
け
た
人

)
が
、

神
父

の
い
る
ト

ラ
ピ

ス
ト
修
道

院
に
来

て
、
前

年

(
注
、
大
正
十

二
年

)

よ
り
病
床
に
あ

っ
た
露
風
が
か

つ
て
執
筆

し
た
宗
教
的
論
文
を

、
外
人

で

あ
る
神
父
に
見
せ
て
、
露

風
は
仏
教

の
教

え
の
こ
と
ば
か
り
書

い
て
い
る

と
護
言
し
た
。
日
本
語

の
よ
く
わ
か
ら
な

い
神

父
は
そ
れ
を
本
当
と
考

え

た
ら
し
い
。
露
風
と
親

し
い
、
日
本

語
の
よ
く

わ
か
る
神
父

(外
人
)
は
、

そ
う
で
は
な

い
、
そ
れ

は
誤
解
だ
と
言

っ
て
露
風

を
弁

護
し
た
が
、
院
長

は
和

田
某

の
意
見
を
と

り
入
れ

た
。
露
風
も

、
も

う

一
度
東

京

に
出
た

い

と
思

?
て
い
た
時

で
も
あ

っ
た

の
で
、
こ
の
機
会

に
ト
ラ
ピ

ス
ト
を
出
る

こ
と

に
な
り
、
親
し
か

っ
た
神
父
も
同
時

に
ト
ラ
ピ

ス
ト
を
去

っ
た
。
和

田
は
ニ
ケ
月
ほ
ど
露
風

の
後
任
を
勤
め

て
い
た
が

、
や
が

て
ト
ラ
ピ

ス
ト

よ
り
去

っ
た
。

山
野
神

父

(注

、
山
野
末
市

、
露
風

の
教

え
子
)
に

、
「
和

田
さ

ん

は
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最
近

ど
う
し

て
い
ら
れ
ま
す
か
」
と
聞

く
と

、
「
あ
ん
な
者

、

つ
ま
ら
な

い
」
と
言

っ
て
問
題

に
も

さ
れ
な
か

っ
た
。

右

の
和

田
某
と
は
和
田
武
夫

(
号

、
潮
風

)
で
あ

り
、
親

し
か

っ
た
神
父

と
は

コ
ル
ジ

ヱ
神

父

で
あ
る

。
(森
田
実
歳
氏

「
露
風
と

ト
ラ
ピ

ス
ト

下

山
前

と

そ
の
後
1

」
(
平
成

2

・
11
、
清
泉
女
子
大
学
人
文
科
学
研
究
所
紀
要

12
)

ト
ラ
ピ

ス
ト
修
道
院
以
来
親
交
が
あ
り

、
露
風

の
良
き
理
解
者

で
あ

っ
た

コ

ル
ジ

ヱ
神

父
は
、
大
正
十
五
年
か
ら

三
本
木
教
会

の
主
任
神
父
と
な

っ
て
い
た

の
で
露
風

は
し
ば
し
ば
教
会

に
行
き

、

コ
ル
ジ

ヱ
神
父
も
ま

た
三
浦
家

に
露
風

を
訪

ね
、
神
父

と
露
風
と
三
浦
万
之
助
は
心
ゆ
く
ま

で
信
仰
を
語

り
合

っ
た
。

露
風

は

コ
ル
ジ

ヱ
神

父
と
三
本
木
原
を
散
策
し

た
時

の
こ
と

を

、
「
東
北

巡
講

記

(
二
)
昭
和

3

・
8

・
1
」

で
次

の
よ
う

に
述

べ
て
い
る
。

コ
ル
ヂ

ヱ
霊
父
と
私
と
は
、
三
本
木
平
原
を
散
歩
し

た
。
川

に
沿
う

て

並
木

の
立

つ
て
ゐ
る
路
を
行
く

。
静
か

で
あ
ま
り
人

に
会

は
な

い
。
遠
く

の
森

を
目

指
し

て
行
き
橋
を
渡

つ
て
か
ら
暫
く
す

る
と

、
曲

り
角

に
棘

の

有

る
樹

が
立

つ
て
ゐ
る
。

コ
ル
ヂ

ヱ
霊
父

は
そ
れ
を
指

し
て

「
こ
れ

は

ユ

デ

ア
の
木

で
す
」
と
言

は
れ
た

。
私

は
い
か

に
も
棘

の
あ

る
の
が

ユ
デ
ア

の
木

ら
し

い
と
思

つ
て
、
珍
ら
し
く
も
亦
感
慨
深
く

そ
こ
に
停

ん
で
眺
め

て
ゐ
た
。

基

督
が
、
荊
棘

の
冠
を
覆

せ
ら
れ
給

ふ
た
そ
の
荊
棘

の
や
う
な
棘

が
此

の
木

に
あ
る
。
此

の
木

は
い
ば
ら

で
は
な

く
背

の
高

い
樹
木

で
あ

る
。
私

は
今
迄

一
度
も
見
た

こ
と

の
な

い
樹

で
あ

つ
た
。
奇
異

な
心
地

が
し
た
。

更

に
進

ん
で
行

く
と

、
大
き

な
樹
木

の
讐
立

し

て
ゐ
る
森

に
入

つ
た
。

そ
こ
に
黒

い
大
き
な
岩

が
あ

つ
た
。
之
れ

に
も

ペ
ト

ロ

(
磐

)
と
云

ふ
語

を
聯
想

せ
し
め

る
聖
教
的
な
感

が
あ

つ
た
。

コ
ル
ジ

ヱ
神
父
が

「
ユ
デ
ア
の
木
」

と
言

っ
た
の
は
、
茎

や
枝

に
多
数

の
と
げ

の
あ

る
、

マ
メ
科

の
落
葉
高
木

の

「
さ
い
か
ら

(早

英
)
」

の

こ
と

で
あ

る
。

ペ

ト

ロ

ま
た
、
露
風

が

「
汝

は
磐
石
」

の
キ
リ

ス
ト
の
こ
と
ば
を
連
想
し
た

、
森

の
中

し
ら
う
え

お
お
い
し

に
あ

る
巨
大
な
岩
石

は
、
十
和
田
市
相
坂
白
上
公
園

の

「
大
石
」

の
こ
と

で
あ

る
。
(
苗
村
樹
氏

の
ご
教
示

に
よ
る
)

三
浦
家

に
滞
在
中
、
近
く

の
森

で
閑
古
鳥
が

よ
く
鳴

い
た
。
閑
古
鳥

は
、
閑

谷
饗

に
学

ん
で
い
た
少
年

の
こ
ろ
よ

り
、
露
風

の
も

っ
と

も
愛
し
た
鳥
で
あ
る
。

北
海
道

ト
ラ
ピ

ス
ト
修
道
院

で
も

、
初
夏

の
こ
ろ
に
は
盛

ん
に
鳴

い
て
露
風
夫

妻
を
楽
し
ま
せ

て
く
れ
た
が

、
今
ま

た
、
こ
の
三
本
木
原

で
も
よ
く
鳴

い
て
い

る
。
カ

ト
リ

ッ
ク

の
熱

い
信
仰

に
生
き

る
露
風
が

、
三
浦
家

の
厚
遇

に
感
謝
し
、

コ
ル
ジ

ヱ
神
父
や
三
浦
万
之
助
と
心

ゆ
く
ま

で
そ
の
信
仰

を
語
り
合

い
、
愛
す

る
閑
古
鳥

の
声
音

に
耳
を
傾
け

て
は
、
自
分

の
全
生
涯

が
、
ま
た
愛
妻

モ

ニ
カ

と
結
ば
れ
た

の
も

、
す

べ
て
天
父

の
恩
寵

に
よ

る
も

の
で
あ
る
と
い
う
幸
せ
を
、

し
み
じ
み
感
じ

、
そ
の
喜
び
を
朗

々
と
歌

い
あ
げ

て
、
愛
妻

モ

ニ
カ

に
贈

っ
た

詩
が

、
七
五
調

四
行
六
十
三
節
よ

り
成

る
長
篇

「
天
父
と
閑

古
鳥
」

で
あ

る
。

「
妻

に
」
も
同
じ

こ
ろ
の
作
と
思
わ
れ

る
。
露
風

は

「
東
北

巡
講
記

(
三

)」

で

次

の
よ
う

に
述

べ
て
い
る
。

私

は
三
浦
氏

の
宅

に
居

て
静

か
に
詩
作
す

る
暇
を
持

つ
た
。
私

は
忙
し
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い
時

に
は
汽
車

の
中

に
て
原
稿

を
書

く

。
併

し

三
浦

氏

の
処

で
は
格

別

忙

し
い
た
め

で
は
な
く

、
感
興

の
た
め

に
詩
文

の
筆
を
執

つ
た

の
で
あ

つ

た
。

長
詩
篇

「
天
父
と
閑
古
鳥
」

は
、
三
浦
万
之
助
方

に
滞
在
中

に
作
ら
れ

、
完
成

し

た
の
が
秋

田
地
方
巡
講

の
途

に
の
ぼ
る
前

日
の
、
大
正
十
五
年
五
月
三
十

日

で
あ

っ
た
。
本

稿
末

(
八
頁
以
下
)
両
詩
篇
を
掲
げ

る
。

三

露
風

は
五
月

三
十

一
日
朝
、
三
浦
家
を
辞
去
し

て
十
和
田
湖
を
渡
り

、
見
送

り
に
来

た

コ
ル
ジ

ヱ
神
父
と
三
浦
万
之
助

に
別
れ

て
秋

田
巡
講
の
途
に

つ
い
た
。

か

つ
の

六
月

一
日
、
秋
田
県
鹿
角
郡
大
湯
村
の
尋
常
高
等
小
学
校
で
講
演
、
三
日
に

け

ま

な
い
ま
ち

こ

ざ
か
ま
ち

は
午
前
、
毛
馬
内
町
尋
常
高
等
小
学
校
で
講
演
、
午
後
は
小
坂
町
の
実
科
高
等

を

さ
り
さ
わ

女
学
校
講
堂

で
講
演
、
聴
衆
数
百
名
、
四
日
に
は
尾
去
沢
鉱
山
事
務
所
講
堂
で

従
業
員
及
び
そ
の
家
族
三
百
名
に
宗
教
講
話
、
五
日
夜
秋
田
市
楢
山
の
聖
霊
学

院
女
学
校
講
堂
で
講
演
、
六
日
に
は
聖
心
愛
子
会
の
修
道
院
を
訪
問
し
、
愛
子

会
経
営
幼
稚
園
の
会
場
で
修
道
女
等
五
十
名
に
神
の
創
造
に
つ
い
て
講
演
、
七

日
夜
、
秋
田
県
立
図
書
館
講
堂
で
一
般
市
民
に
講
演
、
八
日
午
後
、
山
形
高
等

学
校
講
堂

で
学
生

・
軍
人

・
一
般
市
民
に
講
演
、
夜
十

一
時
山
形
駅
発
の
列
車

で
帰
途
に

つ
き
、
翌
九
日
八
時
赤
羽
駅
に
着
き
、
愛
妻
モ
ニ
カ
の
出
迎
え
を
受

け
て
、
北
豊
島
郡
戸
塚
町
上
戸
塚
三
七
五
番
地
の
自
宅
に
帰
っ
た
。

こ
の
た
び
の
東
北
巡
講
の
旅
は
、
五
月
二
十
日
に
東
京
を
発
っ
て
六
月
九
日

に
帰
京
す
る
と

い
う
、
実
に
二
十
日
間

に
お
よ
ぶ
長
途

の
旅

で
あ

っ
た
。

な
お

「
天
父
と
閑
古
鳥
」
「
妻

に
」
と
共
に
、
露
風
旧
居

か

ら
発

見

さ
れ

た

も

の
に
、
露
風
が
愛
妻

モ

ニ
カ
に
贈

っ
た
署
名
付
き

の
、
次

の
九
冊

の
著
書

が

あ
る
。
署
名
し
た
年
月
順

に
、
著
書
と
そ

の
署
名
文
を
掲
げ

る
。

『
修
道
院
雑
筆
』
(
大
正
14

・
8

・
12
新
潮
社
)

「
二
人

の
作

つ
た
此
著
を
喜
を
も

つ
て
我
妻

の
モ

ニ
カ

に
贈

る

一
九

二

五
年
八
月
十
二
日

羅
風
三
木
ポ
ー

ロ
」

『
修
道
院
生
活
』
(
大
正
15

・
1

・
14
新
潮
社
)

「
我
最
愛

の
三
木

モ

ニ
カ
に
贈
る

一
九
二
六
年

一
月
干
五
日

三
木
ポ
ー

ロ
」

『
修
道
院
詩
集
信
仰

の
曙
』
(
大
正
11

・
6

・
25
新
潮
社

)

「
す
ず
蘭
も
黄
菊
も
紅
き
姫
百
合
も
、
な
れ

に
似
た

り
と
思

ふ
此

夏

愛

妻
三
木

モ

ニ
カ
様

に
お
く
る

一
九

二
六
年
六
月

羅
風

三
木

ポ
ー

ロ
」

『
ト
ラ
ピ

ス
ト
歌
集
』
(
大
正

15

・
6

・
15
ア
ル
ス
)

「
愛
す

る
我
妻

の
三
木

モ

ニ
カ

に
贈

る

汝
と
共

に
在

り
て
作
り
し
此
歌

集
を
心
か
ら
贈
る

一
九
二
六
年
六
月
」

『
神

へ
の
道
』
(
大
正

15

・
7

・
20
イ

デ
ア
書
院

)

「
愛
す

る
我
妻

の
三
木

モ

ニ
カ

に
贈

る

一
九

二
六
年
七
月

二
十
四

日

ポ

ー

ロ
三
木
操
」

『
童
謡
集
お
日
さ
ま
』
(
大
正
15

・
10

・
10

ア
ル
ス
)

「
我
愛
す
る
妻

の
モ

ニ
カ
に
贈
る

一
九

二
六
年
十
月
十
六

日

ポ
ー

ロ
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露
風

」

『
三
木

露
風
詩
集
第

一
巻
』
(
大
正

15

・
11

・
16
第

一
書
房

)

「
我

愛
妻

の
三
木
道
子

に
贈

る

大
正
十

五
年
十

一
月

二
士

一百

露
風
」

『
詩
歌

の
道

』
(
大
正

14

・
7

・
15
ア
ル

ス
)

「
我

が
愛
す
る
妻

の
三
木

モ

ニ
カ
に
贈
る

昭
和

一
年
十
二
月

三
木
ポ
ー

ロ
」

『
童
謡

集
真
珠
島
』
(
大
正

10

・
12

・
18

ア
ル
ス
)

「我

が
愛
す

る
妻

の
三
木

モ

ニ
カ
に
贈

る

昭
和
二
年

二
月
十
日

三
木

ポ
…

ロ
」

1

奈
良
教
育
大
学
元
教
授
1

(付

記
)

本
稿
を
草
す

る
に
当

り
、
霞
城

館
よ
り
貴
重
な
資
料

の
提
供
と
、
館
長
苗

村
樹
氏
よ
り
ご
教
示

を

い
た
だ
い
た

こ
と
を
記
し

て
、
心
か
ら
感
謝

の
意

を
表
し
ま
す

。

(
平
成
五
年

一
月
六

日
)
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天
父
と
閑
古
鳥

我
愛
す

る
三
木

羅
風
の
妻

の
モ

ニ
カ
に
贈

る

一

雨
降

る
空

の
か
な

た
な
る
、

林

の
上

に
な

く
と

り
よ
。

そ
は
我
が
愛
す

る
閑
古
鳥

。

皐
月

の
末

の
或

ひ
と

日
。

二

そ
ぼ
降

る
雨

の
音

の
し
て
、

庭

の
若
葉

の
色
を
増
す

。

郷
燭

の
花

の
く
れ
な

ゐ
に
、

そ
ろ

あ
る
ひ
は
白

に
咲
き
揃

ふ
。

三

又
も
聞

ゆ
る
閑
古
鳥

。

や

聞

く
と
お
も

へ
ば
止

み
絶
え

て
、

ま
さ

し
づ

け
さ
勝
る
青
葉
陰

、

い
と
懐

し
き
庭

の
昼
。

四

神

の
恵

の
其
声

よ
。

い

つ
し
か
雨
は
霧
れ
あ
が
り
、

お
も
ひ

で
深
き
野
を
お
も
ふ
。

聴
け
ば
声
佳
き
閑
古
鳥

。

五みち
の
く
お
そ
は
る

此
処
は
陸
奥
晩
春
の
、

若
葉
繁
れ
る
野

の
町
よ
。

み
む
ね

そ

天
父

の
聖
旨
に
副
ひ

て
来

て
、

み

よ
く

吾

は
め
ぐ
美

の
香

に
浴

す
。

六

或
時

さ
ま
よ
ふ
野

や
林

、

ま
し
ま

お
ほ
か
み

天
に

在

す
大
神

の
、

い
と

く

ふ
か
き
愛
を
も

て
、

聴
き

し
聲
好
き
閑
古
ど

り
。

七

さ

つ
き

か
た
ほ
と

皐
月

の
丘

の
片
辺

り
。

白
き
花
咲
く
水

の
べ
よ

。

友
と

し
ふ
た
り
語
ら

ひ
て
、

を
ち遠

に
鳴
く
鳥
聞
き

に
け

り
。

八

見
れ
ば
青
く

さ
茂
り
た

る
、

ま

し
み
つ

野
を
ば
流
る

＼
真
清
水

の
、

う

る
ほ
し
行
き

て
音
立

つ
る
、

い
と
も
麗

は
し

五
月

の
野

。

九

鳴
呼
閑
古
鳥

閑
古

ど
り
。

こ
の
時
鳴

け
る
閑
古
鳥

。

ふ
る
さ
と

ま
な

や

わ
が
故
郷

の
学
び
舎

の
、

れ
う
し
や

お
も

寮
舎

の
昔

、
憧

ひ
出

づ
。

一
〇

み
ど
り

そ
こ
は

翠

の
山
山

に
、

か
こ囲

ま
れ

、
水

の
、
い
と
清

く
、

あ

さ

ひ

の
ぞ

み

朝
噺

の
光
希
望
あ

り
、

ゆ
ふ
ベ
タ

う

る
は
し

日
の
齢
栄

。

=

わ
が

よ
は
ひ

我

い
と
若
き

齢

に
て
、

み

か
み

み

め

ぐ

み

う

御
神
の
御
恩
寵
享
け
し
時
、

の

ぞ

み

愛
と
希
望

に
燃
え
し
と
き

、

ち
ょ
う

じ

よ

天

の

寵

児
と
称
ば
れ

た
り

。

一
二

天

に
ま
し
ま
す
我
神

は
、

わ
れ吾
は
知
ら
ね
ど
、
今
想
ふ
ー

ひ

ご
と

と
し

其
時
日
毎

に
年
毎

に
、

一　一



め
ぐ

天
よ
り
恵

み
て
照

ら
さ
れ
ぬ
。

=
二

い
と
佳
き
わ
れ

の
青
春

よ
、

そ
の

過

ぎ

て
往
き
け

る
其
か

み
よ
。

心

と
ど
ろ
き
、
胸
も

え
て
、

な
つ
あ
き

春

を
愛
し
き

夏
秋
も

。

一
四

か

わ

べ

み
ち

春

は
川
辺

の
路
往
き

て
、

野

に
咲
く
花
を
摘

み
に
け
り
。

山

や
野
原

の
ぞ
ず
ろ
ゆ
き
、

桜

や
、
す

み
れ

の
花

め
で
ぬ
。

一
五

に

え

詩

の
寵
得

て
は
歌

し
る
し
、

か

み

う

友

の
な
さ

け
を

天
主
に
享
け
、

そ

の
と
き
聴
き

し
閑
古
鳥
、

つ
ま妻
よ
吾
妻

。
吾

れ
き

、
ぬ
i

。

一
六

我
れ

、
い
ま
、
歌

ふ
、
わ
れ
語
る
ー

お
ん
ち
ぢ

む

か
し

御
父

、
わ
れ
を

疇
昔
よ
り

天

に
て
地

に
て
愛

さ
れ
き

天

に
て
地

に
て
愛

さ
れ
き
。

一
七

の
ぼ

緑

の
小
山

に
我

れ
上

り
、

国

を
思
ひ
ぬ
、
よ
き
国

を
ー

ば

わ
か
葉

の
中
に
花

そ
の
を

、

善

き
愛

の
家
ま
ぼ
ろ
し
を
ー

。

　
マ

マ
　

一
七

〈
一
八
〉

愛
す
る
妻
よ
、
わ
れ
ら
今

、

愛

の
花
園
心

に
は
、

ふ
た
り
し
、
持
ち

て
あ
り
ぬ
る
よ
、

　

　

な

さ
れ
ど
、
そ

の
我
れ
、
汝
を
知
ら
ず
。

△
註

(
昔

の
我
れ
)

　
マ

マ
　

一
八

〈
一
九
〉

天
父

の
大
神
知
り
た
ま

ひ
、

な
れ汝
を
ば
我
と
結
ば
れ
ぬ
。

わ
が

つ
ま

愛
す
る
吾

つ
ま
、
わ
が
嬬
よ
、

白
き
花
な
る
、
か
ん
ば
し
き
ー

。

　
マ
マ
　

一
九

〈
二
〇
〉

わ
れ
い
ま

み

む
ね

吾
今

御
旨

の
ま

に
ま

に
ぞ

み
を
し
へ

き
た

聖
教
伝
ふ

べ
く
来
り
、

み
ち
の
く

北

の
陸
奥
、
盛
岡
や
、

こ

こ

み

ど

り

此
庭
の
翠
緑
の
三
本
木
ー

　
マ

マ
ソ

ニ
○

〈
二

一
〉

せ
い
り
よ

征

旅

の
如

く
に
語
り
た
り

人

々

の
為
、
神

の
た
め
、

を
し
へ

み

教

弘
め
て
か
た
り
け
り

、
え

か
く

て
ぞ
、
詩

の
寵
、
今
ぞ
得
し

　
マ

マ
　

二

一

〈
二

二

〉

な汝
れ
知
る
ご
と
く
、
天

の
母

、

も
ろ
と
も

父
な
る
大
神
諸
共

に
、

い
だ

し
め

わ
れ
を
抱
き

て
示
し
ま
す

、

み

そ

ら

春

の
、
御
蒼
弩
と
野

の
緑

。

　
マ

マ
　

二

二

〈
二
三
〉

此
処

の
野
辺
み
な
お

ほ
は
れ

ぬ
、

え
の
き
榎

や
杉
や
も
ろ
く

の
、

よ

色
好
き
草
木
の
緑
も
て
i

、

あ
る

ひ
は
花
も

て
飾
ら
れ

ぬ

　
マ
マ
　

二
三

〈
二
四
〉

黄
な

る
花
咲
く
野

に
来

り
、

む
ら
が
る
其
花
な
が
め

つ
つ
、

草

に
憩

ひ
て
、
我
れ
在
れ
ば

、

閑
古
鳥
暗
く
、
遠
き
森

。
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マ

マ
　

二
四

〈
二
五
〉

西

の
森

に
て
な
く
を
聞
き

、

や
が

て
南

に
哺
く
を
聴

く
。

う
れ
し
き
声

の
閑
古
鳥

。

時

に
は
、
ほ

の
か

の
其

の
声

よ
。

　
マ
マ
　

二
五

〈
二
六
〉

わ
れ我
そ

の
声
を
き
く
と
き

は
、

よ
ろ
こ
び

わ

き
た

心
に
喜
悦
湧
き
来
り

、

み
め
ぐ
み

神

の
善
恵
思

ふ
な

り
、

ま
た
思
ふ
な
り
過
ぎ

し
日
を

。

　
マ
マ
　

二
六

〈
二
七
〉

あ

、
閑
古
鳥

、
汝
が
声

は
、

我
に
似
た
り
と
思

ふ
な

り
。

な
つ
か

い
と

懐

し
き
閑
古
鳥

、

野

を
飛
び

て
行
く
閑
古
鳥

。

　
マ

マ
　

二
七

〈
二
八
〉

愛
す

る
妻
よ
、
又

、
語

る
、

に
は

彼

の
修
道

の
院

の
場

、

尊
き
神

を
拝
す
る
処

、

か
し

こ
の
め
ぐ
り

の
山
や
野
や
。

　
マ
マ
　

二
八

〈
二
九
〉

か
し
こ
に
哺

き
ぬ
閑
古
鳥

、

な
ん
ぢ

い

妻

よ

汝

も

思
ひ
出

で
、

し
の

そ
の
声
偲

べ
、
か

く
て
ま
た

、

か

思

へ
よ
、
彼

の
日
の
修
道
院

。

三
〇

そ
の
時

は
我

は
し
ば

く

そ
、

閑
古
鳥
暗

く
声
を
聴
き

、

い
と
静

か
に
て
安

ら
け
き

、

こ

こ
ち

お
ぼ

歌

の
心
地

を
覚

え
け
る
。

一三

ゆ
ふ
べ

朝

に
夕

に
瞳

き
け
れ
ば

、

し
た

汝
も
親

し
く
愛

し
た
り
、

つ
ま

ら

妻

よ
、
わ
れ
等

は
語

り
け
り
、

か彼

の
閑
古
鳥

、
そ
の
事
を
ー

。

ハ
マ
マ
　

三

一

〈
三
二
〉

な
れ

或

日

に

、
妻

よ

、
汝

は
見

き

、

リウ

我
等

の
楽
し
き
愛

の
園

、

ま
ど

べ

な
れ

そ
こ
の
窓
辺

に
汝

は
見
き
、

か

ふ

彼

の
鳥

の
か
げ

、
其

の
振
り
を
ー

。

　
マ
マ
　

三

二

〈
三
三
〉

愛
す

る
妻
よ
、
も

ろ
と
も

に
、

た
び

ぢ

い

わ
れ
ら
、
旅
路

に
出

で
し
時

、

旅

に
て
聴
き
ぬ
閑
古
鳥

、

ゆ
う
ば
え

よ

や
ま
す
そ

夕
映

の
佳
き
山
裾

に
ー

。

　
マ
マ
　

三

二

〈
三

四
〉

あ
る
ひ

さ
き

或

は
聞
き

ぬ
旅

の
先

、

港

の
町

の
家

の
窓

、

な
れ

わ
れ

汝
と
我
と

は
、

そ
こ
に
居

て
、

青
葉

に
暗

け
る
閑
古
鳥

。

　
マ
マ
ソ

三
二

〈
三
五
〉

都

に
あ

り
て
、
或
時

に
、

し

か

け

時
計

の
仕
懸

に
、
閑
古
鳥

、

ね

ふ

た

り

暗
く
音

の
あ
り
し
を

二
人

し
て
、

我
等

は
聴
け
り
我
妻

よ
。

　
マ
マ
　

三

四

〈
三
六
〉

み
ち
の
く

わ
れ

こ
～
は
陸
奥
、
吾
濁

り
、

神

の
恵

の
申

に
有
り

、

ひ

び

つ
ま

な

日
々

に
、
我
が
妻
、
汝
が
爲

に
、

め
ぐ
み

我
は
祈
れ
り
、
恵

あ
れ
。
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マ
マ
　

三
五

〈
三
七

〉

な
れ
し

汝
知
る
神

の
司
祭
な

る

神

父
と
共

に
わ
れ

、
或

日
、

遠

く
歩
み

て
森

に
往

き
、

み
か

み

み

わ

ざ

御
神

の
御
業

、
其
処

に
見
ぬ
。

　
マ
マ
　

三
七

〈
三
八
〉

長

く

つ
ら
な

る
青
き
樹

の
、

こ
か

げ

木

陰

の
路
を
我
等
行

き
、

森

に
入
る
路

、
と
あ

る
角

、

神

の
、
は
か
ら

ひ
給

ひ
た
る
、

　
マ
マ
　

三
八

〈
三
九

〉

と
げ

一
つ
の
棘
あ

る
木

を
ば
見

つ
、

神
父
は

、
と

望
ま
り
、
そ
を
言
ひ
ぬ
、

ユ

デ

ア

「
こ
を
見

よ
、
猶
太

の
樹
と
は
云
ふ

と
げ

か

棘
あ
り

、
其

れ
故
、
斯
く

の
ご
と
」
1

　
マ

マ
　

三
九

〈
四
〇
〉

神
父

は
、
又
も
、
言

ひ
次
ぎ

て
、

「
こ
の
と
げ

、
痛
し
イ

エ
ズ

ス
の
、

み
か
む
り

御

冠

、
之

れ

ぞ

。

長

さ

、

ほ
ぼ

、

さ

一
二
寸

」
と

て
指
し
示
す

。

　
マ
マ
　

四
〇

〈
四

一
〉

其
時
、
我

は
、
思

ひ
た
り
、

こ

ト

「
天
父

の
、
こ
の
木
を
此
処

に
し
も
、

路

の
曲
れ

る
角

に
し
そ
、

は生

へ
し
め
給

ひ
た
る

、」
と
木
を

。

　
マ
マ
　

四

一

〈
四
二
〉

か

神
父

に
我

は
斯
く
言

ひ
ぬ

、

き

「
天
父
、

こ
の
樹
を
神
父

へ
と
、

み

む

ね

見
せ
し
め
給
ふ
聖
旨
に
て

か
ど

路

の
角

に
は
在

る
な
ら
ん
」
。

　
マ
マ
　

四
二

〈
四
三
〉

ユ
デ

ア

さ
い
か
ち

此
猶
太

の
樹

、
阜
棘
と
、

我
が

日
本

に
て
言

へ
る
な
り

。

え
ふ

七

つ
の
葉
合

ひ
十

四
葉

、

か
つ

い

数
も
ま

た
奇
と
謂

ひ

つ
べ
し

。

　
マ
マ
　

四

三

〈
四

四
〉

と
げ

愛
す

る
妻

よ
、
か

＼
る
棘

、

は
だ

お

樹

の
膚

に
有

り
、
そ
の
生

ふ
る
、

ゐ

や

う

異
様

の
姿
、
見
る
時

は
、

天
父

の
御
わ
ざ
を
思
ふ
な
り
。

四
五

し
ば

我
等
往
き
し

に
、
暫
し

し
て
、

ニも
り

一
つ
の
森

に
入

り
に
け

り
、

我
れ

の
そ
の
時
見

た
り
し
は
、

い
は
ほ

大
き
な

る

一
つ
の

磐

な
り
。

四
六

キ
リ

ス
ト
言

は
れ

し
聖

言
に
、

な
ん
ぢ

ペ
ト

ロ

「
汝

は
磐
石
」
ー

こ
の
岩

を
、

我
が
見

て
、
心

に
思

ひ
し
は
、

い
し
づ
ゑ

其

礎

の
事
な

り
き

。

四
七

い
は
ほ

天
父
が

、
磐

を

、
其

の
森

に

そ
な備

へ
ら
れ
た
る
に
て
あ
ら
む
ー

か斯

く
と

そ
我

は
、
思
ひ
け
る
。

我
等

は
尚

も
進

み
往
く
。

四
八

愛

す
る
妻
よ
、
し
ば
し
し

て
、

我

は
聴

き
た
り
、
森

の
中
。

か

な
た

彼

方

に
喘
き
し
閑
古
鳥
、

声

の
悲
し
く
想
は
れ

て
ー

。

一
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四
九
み

あ
い

天
父

の
御
愛

の
い

つ
く
し
み
、

あ

は

れ

み
こ
し
ろ

哀
憐

み
給
ふ
聖
心

に
、

つ
か

は
さ
れ
た
る
閑
古
鳥

、

か
な

し
き

愛

の
閑
古
ど
り
。

五
〇

み

あ

い

お
も

天
父

の
御
愛

を
懐
ひ

つ
＼

吾

は
歌
を

ば
作

ら
む
と
、

案
じ

て
歩

み
た
り
け
れ
ど
、
.

善
き
歌
と

て
は
無
か
り
け
り
。

五

一

あ
め天

の
神
を

ぞ
ひ
た
す
ら

に
、

わ
れ

は
、
誠

に
思
ひ
け
る
。

ま
な

ご
、
う

る
み
て
、
我
れ
歩
み
、

若
葉
影
さ
す
路
行

き

つ
。

五

二

愛
す
る
妻

よ
、
我

は
今

、

近

き
日
、
あ
ゆ

み
し
夜

の
事

を
、

な
れ

な

汝

に
語
ら
む
、
汝
も
知

れ
る

コ
ル
ジ

ヱ
神
父
と
野

へ
往
き

ぬ
。

五
三
か
ん

五
月

の
夜

は
香
ば

し
く
、

野

は

一
面

に
煙

り
た
り
、

月

は
あ
れ
ど
も
か
く
れ

た
り

、

よ

土

の
匂
も

、
好
か
り
け
り
。

五

四

わ
れ我
、
青
春

の
時

に
し

て
、

作
り
し
詩

に
ぞ
六
月

の
、

よ
る

お
も

夜

の
野
面
を
歌

ひ
け
る
、

そ

そ
の

よ

お
も

其
を
、
我
、
其
夜
懐

ひ
出
づ
。

五
五

天
父
は
、
か

＼
る
夜

に
も
亦
、

み

め
ぐ
み
く
は

深
き
御

恵

加

へ
ら
れ
、

い
と
興
深
く
覚
え

つ
～
、

心
ゆ
く
ま

で
語
ら

ひ
ぬ
。

五
六

そ

の
夜
は
暗
か
ず
閑
古
鳥

、

豊
に
暗
き
た
る
其
鳥
を
、

吾

は
心
に
お
も
ひ

い
で
、

あ
ゆ

は
る
か
の
野
に
は
歩

み
た
り
。

五
七

い
と
な

つ
か
し
き
夜

の
こ
と

を
、

我

は
忘
れ
ず
あ

る
な
ら
む

、

く

りり

森
影
見
え
ず
、
暗
け
れ
ど

、

よ
る

や
は
ら
か

五
月

の
夜

は

柔

し

。

五
八

け
ふ
、

こ
の
家

に
詩
を
書
き

て
、

な
れ汝

に
贈
る
と
筆
を
と
る
。

そ

の
時
又
も
、
大
神

の

お
ん
め
ぐ
み

御

恵

に
て
鳥

の
締
く

。

五
九

ほ
が
ら

い
と

朗

か

の
閑
古
鳥

、

空

に
響
き

て
哺
き

に
け
り
。

其
声
心
に
深
く
染
み

ご
ろ

日
此

に
も
増
し

い
と
強
し
。

六
〇

な
ほ
詩
を

つ
穿
り
績
け
し

に
、

し
ば
し

の
後
に
閑

古
鳥
、

弱

き
声

し

て
喘
き

に
け
り
、

ご
と

別

を
惜

む
声

の
如

。
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六

一

今
は
別
れ

ぞ
閑

古
鳥

、

お
も

斯
く
我
れ

、
心

に
想
ひ

つ
＼

ゆ
ふ
べ

を

夕

の
机

に
向

ひ
居

り
、

や
が

て
ぞ
夜

に
な
り
に
け
る
。

六

二

愛
す
る
妻

よ
、
今
は
早
、

天
父

の
聖
旨

の
ま

に
ま

に
ぞ
、

う
み

秋
田

の
方

へ
湖

越
え

て
、

立

つ
べ
き
時

と
な
り

に
け
る
。

六

三

な

我
神
、
我
父

、
汝
が
上

に
、

さ
い
は
ひ

い
と
安
ら

か
の

幸

を
、

た
ま
は
賜

ら
む

こ
と

、
わ
が
か

へ
る
、

其

日
ま

で
も

ぞ
祈
る
な
る
。

一
九
二
六
年
五
月
三
十
日

青
森
県
三
本
木
に
て

三

木

操

妻

に

天
父

の
愛

の
中

に
あ

り
、

わ
れ
を
導
き
大
神

は
、

自
然

や
、
人

の
中

に
し
も

恵
を

、
さ
は
に
給

は
り
ぬ
。

愛
す

る
妻

よ
、
鈴
蘭

は

な

か
ん

汝

が
知

る
如

く
薫
ば

し
き

、

白
き

、
よ
き
花

、
な
れ

の
ご
と

も

清
き
愛
を
ば

、
有

て
る
も

の
。

け

ふ
、
わ
れ

、
ひ
と

り
の
神
父

よ
り
、

鈴
蘭

の
花
贈
ら
れ

ぬ
。

人

に
知
ら
れ
ず

、
我
が
窓

の
、

か

た
は
ら
に
こ
そ
、
お
か
れ

た
れ

。

な

ん
ち

の
ふ
み
を

、
我
れ
見

た
り
、

旅

に
あ
り
て
ぞ
懐
し
き

、

愛
す

る
妻

の
事

し
の
び

帰

り
を
い
そ
ぐ
こ

＼
ち
す

る
。
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